
一　　般　　質　　問

　
今
年
度
か
ら
は
奨
励
金
申
請
時
に
相

談
窓
口
の
活
用
意
向
を
確
認
し
雇
用
後

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
強
化
を
図
っ
て
い

る
。

商
品
券
配
布
事
業
の
評
価
と
課
題

問
全
市
民
を
対
象
に
１
人
８
千
円
分

の
商
品
券
を
配
布
し
た
物
価
高
騰
対
応

商
品
券
配
布
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
２

点
を
問
う
。

①
本
市
の
事
業
評
価
に
つ
い
て
②
運
用

上
の
課
題
と
今
後
の
類
似
事
業
の
取
組

方
針
に
つ
い
て

答
①
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
本
市
独

自
の
支
援
を
上
乗
せ
し
、
令
和
７
年
12

月
補
正
予
算
に
計
上
す
る
な
ど
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
実
施
し
た
。

　
結
果
と
し
て
、
令
和
７
年
度
末
時
点

で
、
98
・
８
％
の
市
民
に
配
布
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

②
短
期
間
で
商
品
券
を
配
布
す
る
事
業

で
あ
っ
た
た
め
、
受
け
取
れ
な
か
っ
た

市
民
が
一
定
数
生
じ
た
ほ
か
、
利
用
機

会
に
地
域
差
が
見
ら
れ
た
。

　
今
後
の
方
針
と
し
て
は
、
今
回
の
課

題
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

配
慮
が
必
要
な
方
へ
の
視
点
を
も
ち
、

効
果
的
な
支
援
策
が
実
現
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

障
が
い
者
の
雇
用
と
就
労
支
援

問
本
市
は
、
障
害
者
雇
用
奨
励
金
交

付
事
業
や
障
害
者
就
労
推
進
事
業
に
よ

り
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
促
進
と

職
場
定
着
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
次
の
２
点
を
問
う
。

①
３
年
間
の
事
業
の
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
②
関
係
部
局
間
の
連
携
強
化
と
支

援
の
充
実
に
つ
い
て

答
①
障
害
者
雇
用
奨
励
金
交
付
事
業

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
で
12
事

業
所
に
１
１
５
０
万
円
交
付
し
、
42
人

の
雇
用
創
出
に
つ
な
が
っ
た
。
一
方
、

12
カ
月
以
内
の
離
職
者
は
12
人
と
な
っ

て
お
り
、
定
着
支
援
の
強
化
が
必
要
で

あ
る
。
障
害
者
就
労
推
進
事
業
で
は
、

３
年
間
で
４
３
０
人
の
相
談
が
あ
り
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
相
談
者
は
知
的

障
害
者
・
精
神
障
害
者
が
多
く
、
相
談

内
容
の
半
数
は
、
就
労
や
企
業
の
障
害

へ
の
理
解
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
今

後
は
就
職
後
の
職
場
定
着
に
向
け
た
支

援
体
制
の
強
化
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

②
両
事
業
は
関
係
部
署
が
連
携
し
、
企

業
訪
問
な
ど
を
通
じ
て
奨
励
金
制
度
を

周
知
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
促

進
と
職
場
定
着
を
支
援
し
て
い
る
。

中
なか

迫
さこ

 勇
ゆう

三
ぞう
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障
が
い
者
の
雇
用
促
進
と
就
労
定

着
支
援
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

▪�

物
価
高
騰
対
応
商
品
券
配
布
事
業

に
つ
い
て

体
験
型
・
高
額
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
を
検
討
し
て
は

問
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
は
、
寄
附
額

が
年
々
増
え
、
令
和
７
年
度
で
５
億
７

８
０
０
万
円
、今
年
度
の
目
標
額
は
６・

５
億
円
と
し
て
い
る
。
昨
年
度
は
寄
附

を
活
用
し
て
「
第
２
子
以
降
の
保
育
料

や
学
校
給
食
無
償
化
」等
を
実
施
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
は
、
税
収
を

増
や
す
上
で
、
大
切
な
取
組
の
一
つ
と

考
え
る
。

　
本
市
は
、
交
通
の
利
便
性
が
高
く
、

こ
の
強
み
を
活
か
し
て
、
特
産
品
だ
け

で
な
く
、
ゴ
ル
フ
場
や
瀬
戸
内
海
な
ど

を
活
用
し
た
体
験
型
の
高
額
返
礼
品
の

開
発
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
で
本
市
の
魅

力
を
広
く
発
信
し
、
誘
客
や
市
内
消
費

拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
市
は
交
通
利
便
性
が
高
く
、
市
内

８
箇
所
の
ゴ
ル
フ
場
や
瀬
戸
内
海
な
ど

の
資
源
を
地
域
の
特
色
、
強
み
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
ゴ
ル
フ
・
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
の

組
合
せ
は
、
旅
行
業
務
を
取
り
扱
え
る

事
業
者
の
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

の
取
組
、
開
発
に
努
め
る
。

地
域
に
根
差
し
た
都
市
公
園
の
あ
り

方
に
つ
い
て

問
都
市
公
園
は
時
代
と
と
も
に
利
用

者
の
年
齢
層
や
対
象
が
変
化
し
、
利
用

度
の
高
い
公
園
と
低
い
公
園
が
あ
る
。

　
「
熱
中
症
対
策
と
し
て
日
陰
施
設
や

水
遊
び
の
施
設
が
欲
し
い
」
等
の
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
市
は
都
市
公
園
の
日
常
管
理

を
行
う
管
理
者
や
町
内
会
か
ら
利
用
状

況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
問
う
。

答
現
在
、
計
画
に
基
づ
い
て
、
公
園

の
ト
イ
レ
整
備
や
遊
具
の
更
新
に
努
め

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
利
用
者
か
ら
「
日

陰
施
設
を
増
や
し
て
欲
し
い
、
遊
具
を

使
用
す
る
子
ど
も
が
少
な
い
た
め
撤
去

し
て
欲
し
い
」
等
の
意
見
を
聞
い
て
い

る
。
今
年
度
か

ら
管
理
者
や
町

内
会
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
利
用

状
況
や
地
域
の

声
を
聞
き
、
今

後
の
計
画
に
可

能
な
範
囲
で
反

映
さ
せ
る
。

中
なか

重
しげ
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を
校
内
に
掲
示
し
、
相
談
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
や
個
別
面
談
を
実
施
し
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
児
童
・
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

問
校
内
点
検
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で

実
施
し
て
い
る
の
か
問
う
。

答
警
察
庁
の
防
犯
対
策
資
料
を
活
用

し
、
施
設
内
の
不
自
然
な
設
置
物
等
を

目
視
で
確
認
し
て
い
る
。
不
審
な
状
況

を
発
見
し
た
場
合
は
、
教
育
委
員
会
や

警
察
と
連
携
し
、
速
や
か
に
対
応
す
る

体
制
を
整
え
て
い
る
。

意
見
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
と
犯

罪
の
未
然
防
止
の
た
め
、
目
視
確
認
に

加
え
、
隠
し
カ
メ
ラ
探
知
機
の
導
入
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

学
校
現
場
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の

安
全
確
保
に
つ
い
て

問
全
国
で
教
職
員
に
よ
る
性
犯
罪
や

盗
撮
事
案
が
発
生
し
て
い
る
中
、
本
市

に
お
け
る
教
職
員
へ
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
や
性
暴
力
防
止
対
策
、
児

童
・
生
徒
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
体

制
に
つ
い
て
問
う
。

答
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
、
服
務
規

律
や
倫
理
観
の
徹
底
を
図
る
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
職
員
一
人
ひ

と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
て
る
よ
う
、

事
例
を
活
用
し
た
実
践
的
な
研
修
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
学
校
施
設
に
お
け
る
性
暴
力
防
止

の
た
め
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
教
職
員
個
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
に
よ
る
児
童
・
生
徒
の
撮
影
を
禁
止

す
る
と
と
も
に
、
公
用
端
末
で
撮
影
し

た
画
像
等
の
校
外
持
ち
出
し
も
禁
止
し

て
い
る
。
ま
た
、
盗
撮
機
器
等
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
か
定
期
的
な
校
内
点
検

を
実
施
し
、
安
全
な
学
校
環
境
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

問
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
相
談
で

き
る
体
制
と
心
の
ケ
ア
の
取
組
に
つ
い

て
問
う
。

答
相
談
窓
口
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
発
信
方
法

松
まつ

野
の

 諭
さとし

▪�

学
校
現
場
に
お
け
る
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
に
つ
い
て

よ
う
離
島
振
興
に
取
り
組
む
。

県
立
広
島
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

問
本
市
に
あ
る
県
立
広
島
大
学
三
原

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
多
く
の
医
療
従
事
者

を
全
国
へ
輩
出
し
て
い
る
。
一
方
で
卒

業
後
、
市
内
の
医
療
機
関
等
へ
就
職
す

る
人
は
と
て
も
少
な
い
。
本
市
は
、
県

立
広
島
大
学
と
ど
の
よ
う
な
連
携
事
業

を
実
施
し
て
い
る
の
か
問
う
。

答
本
市
と
県
立
広
島
大
学
は
「
包
括

的
連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
結

び
、
公
開
講
座
や
認
知
症
講
演
会
の
開

催
、
地
域
貢
献
事
業
と
し
て
地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
研
究
、
児
童
館
で
の

実
習
や
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
て
い
る
。
学
生
の
就
職
に
つ
い
て
は

出
身
地
へ
戻
る
「
地
元
志
向
」
や
広
島

市
な
ど
利
便
性
が
高
い
環
境
を
求
め
る

「
都
市
部
志
向
」
と
い
っ
た
傾
向
が
あ

る
た
め
、
市
内
で
の
就
職
に
つ
な
が
り

づ
ら
い
と
考
え

る
が
、
医
療
機

関
を
含
め
た
市

内
の
就
職
先
の

情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

離
島
振
興
計
画
に
お
け
る
取
組
に
つ

い
て

問
県
の
離
島
振
興
計
画
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
、
本
市
の
島
へ
の
施
策
の

現
状
並
び
に
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

答
観
光
資
源
の
開
発
は
、
地
元
住
民

や
民
間
事
業
者
と
連
携
し
イ
ベ
ン
ト
等

を
開
催
し
て
い
る
。
関
係
人
口
増
加
は

小
佐
木
島
で
市
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民

向
け
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
地

元
と
の
協
働
は
「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

基
づ
く
活
動
へ
の
財
政
支
援
や
地
域
支

援
員
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
配
置

し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
で

は
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
医
薬
品
配
送
実
証

実
験
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
診
療
所
・

小
学
校
・
航
路
の
中
長
期
的
維
持
を
め

ざ
し
て
お
り
、
特
に
航
路
は
島
の
住
民

に
と
っ
て
唯
一
の
交
通
手
段
と
し
て
重

要
な
た
め
、
昨
年
４
月
か
ら
航
路
事
業

者
へ
の
補
助

制
度
を
拡
充

し
た
。

　
今
後
も
住

民
や
民
間
事

業
者
と
連
携

し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る

小
こ

林
ばやし

 香
か

代
よ

▪�

離
島
振
興
に
つ
い
て

▪�

県
立
広
島
大
学
と
の
連
携
に
つ
い

て佐木島の向田港

8VOL.85（令和８年８月）みはら市議会だより



一　　般　　質　　問

後
の
支
援
に
つ
い
て
、
①
日
本
語
学
習

の
会
場
は
遠
く
、
会
場
ま
で
行
け
な
い

外
国
籍
市
民
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
の
支
援
は
で
き

な
い
か
。
②
小
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
日
本
語
教
育
支
援
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
問
う
。

答
①
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
利
点
は
移

動
時
間
の
削
減
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
や
す
く
、
仕
事
と
の
両
立
が
し
や

す
い
点
に
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
研
究
を
進
め
た
い
。

②
来
日
初
年
度
は
、
週
８
時
間
、
年
間

２
８
０
時
間
を
上
限
に
、
日
本
語
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
適
応
指

導
や
教
科
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

意
見
プ
レ
ク
ラ
ス
（
事
前
学
習
）、

就
学
前
支
援
を
研
究
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
が
希
望
を
持
っ
て
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
づ
く
り
を
要
望
す
る
。

若
者
の
転
出
と
定
住
対
策
に
つ
い
て

問
若
者
世
代
の
転
出
状
況
や
そ
の
主

な
要
因
を
問
う
。

答
令
和
６
年
度
の
県
の
調
査
分
析
に

よ
る
と
、
県
全
体
で
人
口
の
転
出
超
過

が
続
き
、
10
代
か
ら
30
代
の
年
齢
層
が

県
全
体
の
転
出
者
の
８
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。
本
市
で
も
、
転
出
者
全
体
に

占
め
る
10
代
か
ら
30
代
の
割
合
は
、
７

割
と
高
く
、
男
女
と
も
に
進
学
や
就
職

の
時
期
に
転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

転
出
の
主
な
要
因
は
、
就
職
、
転
勤
、

入
学
、
転
校
な
ど
が
あ
る
。

外
国
籍
市
民
の
生
活
支
援
等
の
課
題

と
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

問
本
市
の
外
国
籍
市
民
は
地
域
経
済

を
支
え
る
重
要
な
存
在
で
、
市
内
企
業

等
で
活
躍
し
て
い
る
。
一
方
で
日
本
語

の
壁
や
生
活
習
慣
の
違
い
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
な
ど
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
そ
の
環

境
づ
く
り
は
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
５

年
前
と
現
在
の
外
国
籍
市
民
の
人
数
の

推
移
に
つ
い
て
問
う
。

答
外
国
籍
市
民
の
人
数
は
、
令
和
３

年
度
末
約
１
８
０
０
人
が
７
年
度
末
で

は
約
３
３
０
０
人
に
増
加
し
て
い
る
。

問
日
本
語
学
習
支
援
等
の
現
状
と
今

宮
みや

垣
がき

 秀
ひで

正
まさ

▪�

若
者
の
転
出
と
定
住
促
進
に
つ
い

て
▪�

外
国
人
の
生
活
支
援
等
の
課
題
と

本
市
の
対
応
に
つ
い
て

本
市
の
専
門
人
材
の
採
用
に
つ
い
て

問
保
健
師
職
で
は
、
社
会
人
経
験
者

の
対
象
年
齢
が
45
歳
ま
で
に
緩
和
さ
れ

た
一
方
、
５
年
以
上
の
職
務
経
験
が
必

要
で
あ
る
。
資
格
や
意
欲
が
あ
り
な
が

ら
応
募
で
き
な
い
人
材
を
ど
う
捉
え
、

専
門
人
材
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。

答
新
規
学
卒
者
等
は
育
成
、
社
会
人

経
験
者
は
即
戦
力
を
前
提
に
要
件
を
設

定
し
て
い
る
。
要
件
を
満
た
さ
な
い
人

は
、
本
市
が
求
め
る
人
材
と
は
合
致
し

な
い
。
他
団
体
を
参
考
に
、
募
集
要
件

や
採
用
方
法
を
研
究
し
、
人
材
育
成
に

も
取
り
組
む
。

問
問
い
合
わ
せ
内
容
を
整
理
す
る
な

ど
、
応
募
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
も
把

握
し
、
制
度
研
究
の
参
考
と
し
て
は
ど

う
か
。

答
応
募
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
を
把

握
す
る
よ
り
も
、
募
集
要
件
に
合
致
す

る
人
に
多
く
受
験
し
て
も
ら
う
視
点
が

重
要
で
あ
る
。
応
募
者
の
傾
向
や
他
自

治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
年
齢
要
件
、

試
験
内
容
、
実
施
時
期
を
検
討
す
る
。

専
門
職
に
必
要
な
資
質
の
変
化
に
合
わ

せ
て
、
応
募
者
を
増
や
す
こ
と
と
必
要

な
資
質
の
担
保
を
勘
案
し
た
募
集
要
件

を
研
究
し
、
人
材
確
保
に
努
め
る
。

関
係
人
口
を
地
域
の
力
に
つ
な
ぐ
取

組
に
つ
い
て

問
関
係
人
口
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
、
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
者
と
の
関
係

を
継
続
し
、
地
域
活
動
や
消
費
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
つ
な
げ
る
の
か
。
ま
た
、

成
果
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
の
か
。

答
関
係
人
口
を
、
市
外
に
住
み
な
が

ら
継
続
的
に
本
市
に
関
わ
る
人
材
と
位

置
づ
け
、
地
域
の
担
い
手
の
確
保
を
目

的
と
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
住
民
と
地

域
を
つ
な
ぎ
、
本
市
を
第
２
の
ふ
る
さ

と
と
感
じ
て
も
ら
え
る
関
係
を
築
く
。

成
果
は
人
数
だ
け
で
な
く
、
活
動
へ
の

参
加
割
合
や
従
事
回
数
な
ど
、
関
係
の

継
続
性
や
深
ま
り
を
測
る
指
標
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。
本
市
へ
の
訪
問
や
地

域
店
舗
の
利
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

に
も
つ
な
げ
る
。

石
いし

井
い

 克
かつ

昭
あき

▪�

関
係
人
口
・
ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
の
推
進
に
つ
い
て

▪�

人
材
確
保
の
あ
り
方
に
つ
い
て

総務省の資料を参考にChatGPTで作成
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